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特別養護老人ホーム桜井の里

生きがい広場地蔵堂

平成 29年３月開所の小規模多機能ホームやひこの家

特別養護老人ホーム分水の里

地域生活支援施設つどい

高齢者総合生活支援施設はな広場
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ご利用者の写真等掲載する際には、本人・ご家族のご了解をいただいております。
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ホームページに加え、動画でも情報発信
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Ｈ２７．　３ 地域生活支援施設 つどい　開所
グループホーム　つどいの家・桜町（定員２ユニット18名）
小規模多機能ホーム　つどいの家（登録定員29名）
認知症カフェ（誰でもカフェ）

Ｈ２７．　４ 燕市分水地区在宅老人配食サービス事業開始
（※現在は分水の里と生きがい広場地蔵堂配食サービス事業）

Ｈ２８．　４ 分水健康福祉プラザ開所（旧燕市分水町健康福祉センターを燕市より譲渡、名称変更）

訪問看護ステーション・桜井　開所
弥彦村と燕市で介護予防支援事業と認知症総合支援事業、
弥彦村では、医療・介護連携推進事業を受託開始

Ｈ２9．　３ 小規模多機能ホームやひこの家　開所（登録定員29名）

デイサービスやひこ、生きがい広場地蔵堂で、通所介護に加え、第一号
通所事業開始

■ 法 人 の 沿 革

■福祉・医療分野の主だった資格取得、研修受講状況（単位＝人。1人で複数資格取得も有）■福祉系の学校出身の介護職員・生活相談員の割合
介護福祉士 保健師 看護師（准看護師含む） 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 管理栄養士 社会福祉士 精神保健福祉士

２１６ ２ ３９ １１ ５ １ １０ ４４ ４

はり・きゅう・マッサージ師 介護支援専門員 認知症介護指導者研修 認知症介護リーダー研修 小規模多機能居宅介護
計画作成担当者研修 認知症介護実践者研修 認知症介護管理者研修 喀痰吸引等指導者講習 喀痰吸引等研修

１ ７９
（うち、主任介護支援専門員 １１）

８ １６ １５ ７０ １２ １２ ４５

Ｈ6．　4 特別養護老人ホーム　桜井の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名） 
弥彦村デイサービスセンター   事業開始

（定員15名　現在はデイサービスセンター桜井の里30名）
弥彦村在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１０．１０ 弥彦村在宅老人配食サービス　事業開始（※現在は桜井の里配食サービス事業）
サテライトデイサービス　事業開始（※現在はデイサービスやひこへ移管）

Ｈ１１．１０ 特別養護老人ホーム　分水の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名：通所介護25名）
分水町在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１２．　４ デイサービスセンター分水の里　もみじ（定員20名）開所
分水町高齢者生きがい生活活動支援　事業開始

Ｈ１５．　４ 高齢者総合生活支援センター　開所
障害福祉サービス事業　事業開始（分水の里）

Ｈ１７．　２

６
８

デイサービスやひこ（定員25名）　開所
分水町生活支援ハウス　分水こでまり（業務委託：定員10名）開所
グループホーム　我が家（定員２ユニット18名）開所
グループホーム　こいて（定員１ユニット９名）運営委託開始

Ｈ１８．　４ グループホーム　こいて（定員１ユニット９名、通所介護：定員３名）事業開始
弥彦村在宅介護支援センター　事業廃止
弥彦村地域包括支援センター、燕市分水地区地域包括支援センター　事業開始

Ｈ１８．１０ 生きがい広場 地蔵堂　開所
（通所介護、介護予防通所介護、生きがい活動支援通所事業、
　高齢者・障がい者用の複合住宅各事業、燕市通所型介護予防事業・
　機能訓練事業受託）

Ｈ２０．　４

６

グループホーム 縁（定員２ユニット18名）事業開始
弥彦村通所型介護予防事業・機能訓練事業　受託開始
グループホーム　我が家　通所介護（定員３名）事業開始

Ｈ２２．　３ 特別養護老人ホーム桜井の里　全個室ユニット型２０名分増床

Ｈ２３．　４
燕市在宅介護支援センター事業廃止
グループホーム縁　通所介護（定員3名）事業開始

Ｈ２３．　９ 高齢者総合生活支援施設 はな広場　開所
地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ（定員29名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家（登録定員26名）

Ｈ２５．　４ 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス（住宅型有料老人ホーム）
事業開始（複合住宅を事業廃止し設置）

Ｈ２６．　４ 燕市認知症施策総合推進事業　受託開始（※翌年より名称変更）

福祉系の
学校出身
５５．１％

それ以外
４４．９％

《ご利用・施設見学・OB訪問・ボランティア・インターンシップ・職員採用等に関するお問い合わせ》
〒959－0318　新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL．0256（94）3939　FAX．0256（94）2552

■ 私たちの取組み

ご利用者等の写真の掲載につきましては、承諾を得ています。

〈平成29年度版〉

■ 法人の事業概要・組織図

■男女比

■平均年齢

■働いている職員の職種等

職員DATAあらかると

職員数４１４名

（平成29年5月末時点の在籍ベース）

地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ　……　（２９名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家　……　（２９名）

高齢者総合生活支援施設　はな広場 利用定員

※登録定員

グループホーム　我が家　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
グループホーム　縁　………　入所定員（１８名）／デイ（６名）

認知症グループホーム 利用定員

グループホーム　つどいの家・桜町　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
小規模多機能ホーム　つどいの家　…………………　（２９名）
さくらまちカフェ（常設型認知症カフェ）

地域生活支援施設　つどい 利用定員

※登録定員

県央地区
弥彦村・燕市内にて

４つの拠点
43事業

を展開

平均年齢４１．１歳 ５６．５％が介護職員（234名）

男性
２８．７％

（119名）

女性
７１．３％

（295名）

保健師、看護職員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、はり・
きゅう・マッサージ師等の機能
訓練指導員、管理栄養士、調理
員、生活相談員、介護支援専門
員、計画作成担当者、施設管理
職員、生活支援員、運転員、介
助員、事務員等

特別養護老人ホーム桜井の里 特別養護老人ホーム分水の里 生きがい広場地蔵堂高齢者総合生活支援施設はな広場 地域生活支援施設つどい

www.sakurai-fukushi.or.jp http://www.sakurai-fukushi.or.jp/　  sakurai-honbu@sakurai-fukushi.or.jp　

研修体制の充実化 働きやすい職場づくり

連携・協力法人とのつながり 地域活動・地域とのつながり

◇新規採用職員だけなく中途職員でも、仕事を順序良く理解
し、次のステップへ進めるよう採用時研修、３ケ月、６ケ
月後の振り返りやフォローアップ研修を実施

◇指導担当職員が新人職員をサポートする「エルダー制度」
◇経験年数や職種ごとの研修や、「認知症ケア」、「防災教育」、
「身体拘束排除」、「権利擁護」など、専門的な研修も充実

◇職員自らが講師（内部研修、外部研修）を務めたり、大会
で発表することで、日々の実践や課題を整理でき「自己研
鑽、成長する機会」も豊富

◇「認知症介護実践者等研修事業」の実施・運営を新潟市か
ら受託

◇福祉業界は人材難であり、その確保・定着は国としても課
題で、法人も独自で職場環境や待遇の改善の取組みを実施

◇「ワーク・ライフ・バランス」＝仕事と家庭の両立に取組み、
女性や若手に働きやすい職場をめざし、定期的に業務改善、
見直しを実施

◇「職場風土向上委員会」が中心となり、ムダな業務の見直
しで残業を減らし、休みを取りやすくすることで、退職を
抑止し、モチベーションを継続し長く働けるよう配慮

◇職員互助会を設け、暑気払い、忘年会、職員旅行、慶弔金
支給等を実施、野球やバドミントンなどスポーツの交流も
定期的に実施

◇当法人、つばめ福祉会、吉田福祉会の３法人は日常的な連
携や協力体制があり、職員の交換研修や合同研修、災害や
緊急時の相互支援でも協定を締結

◇法人内で「ＤＣＡＴ」（＝災害派遣福祉チーム）を編成し、
非常時、緊急時に物的、人的支援を実施
○東日本大震災後、岩手県大船渡市、陸前高田の施設へは

過去1年をかけ、常時２名を派遣
○茨城県常総市のデイサービスセンター、福島県いわき市

の特別養護老人ホームへは関係団体からの要請を受けて
派遣

○H28年度は熊本地震発生の際に益城郡甲佐町のグループ
ホームへ派遣

◇「施設は地域の共有の財産」であり、地域・近所の方々と
の日頃からの付き合いを重視

◇地域の保育園、小学校、中学校等との交流を通し、ふれ合
いを楽しむだけでなく、職場体験や相互の学びの場となる
よう配慮

◇施設で企画する納涼祭やお祭り、忘年会の行事にお越しい
ただくと同時に、ご利用者・職員らが地域のお祭りや行事
に積極的に参加

◇緊急時や災害時において、各々の施設が地域の福祉避難所
として機能するとともに、地域の方と合同の防災訓練を実
施
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委 員 会

弁護士、税理士、社会保険労務士との顧問契約
当法人では、正しい会計処理や資産管理のための外部の監査法人との顧問契約に加え、ご利用者の権利擁護や、
職員の労務相談、万一の時のための相談のため、弁護士、社会保険労務士との顧問契約を結んでおります。

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
•神奈川県弁護士会会長　•日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長
•「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グ ル ー プ 代 表　代表社員　庵 原 宏 章　新潟事務所所長　代表社員　相 馬 正 人

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士
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県下No.1 の初詣参拝客数を誇る、
越後一の宮、弥彦神社

日本桜の名所 100選の地、大河津分
水で行われる「おいらん道中」

大河津分水界隈を華やかに彩る桜並木

紅葉の名所弥彦もみじ谷公園

高さ 30m、弥彦のシンボル大鳥居

職人の街燕、洋食器・金属製品の生産は
世界的なシェア
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夢とプライドを持ち、自身の成長とやりがいを感じる職場づくり

特別養護老人ホーム　桜井の里・絆（全個室ユニット型２０名）
短期入所生活介護事業　桜井の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター　桜井の里　…………………　（３０名）
デイサービス　やひこ　………………………………　（１８名）

（通所介護、第一号通所事業）
小規模多機能ホーム　やひこの家　…………………　（２９名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※登録定員
グループホーム　こいて　……　入所定員（９名）／デイ（３名）
ケアプランセンター　桜井の里
弥彦村地域包括支援センター
弥彦村介護予防支援事業　／　弥彦村認知症総合支援事業
弥彦村医療・介護連携推進事業　／　外出支援サービス事業
桜井の里配食サービス事業　／　通所型介護予防事業・機能訓練事業

特別養護老人ホーム　桜井の里
（従来型５０名）

利用定員

短期入所生活介護事業　分水の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター分水の里　さくら　…………　（３０名）
障害福祉サービス事業　分水の里
分水の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

分水健康福祉プラザ
デイサービスセンター分水の里　もみじ　………　（２５名）
訪問看護ステーション・桜井
ケアプランセンター　分水の里
燕市分水地区地域包括支援センター
燕市介護予防支援事業　／　燕市認知症総合支援事業
生活支援ハウス　分水こでまり　…………………　（１０名）

特別養護老人ホーム　分水の里
（５０名）

生きがい広場地蔵堂・デイサービス　………………
（通所介護、第一号通所事業）
生きがい広場地蔵堂・地域の茶の間
生きがい広場地蔵堂・シニアハウス　………………　（１４名）

（住宅型有料老人ホーム）
生きがい広場地蔵堂・配食サービス事業

生きがい広場　地蔵堂 利用定員

（３５名）

利用定員

顧 問 弁 護 士
顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

総 務 課

経 理 課

新規採用職員研修は5日間で介護の基礎を

熊本地震発生直後の益城郡甲佐町のグループホーム

若手や女性が働きやすい職場を

園児との交流は至福のひととき

各施設でも平均月1回の専門研修を

被災地のグループホームでの食事提供

最も熱いサイクリングチーム（２０１６新潟ヒルクライム参戦時弥彦山山頂へ）

地域の行事へ積極的に参加

法人
各種事業
サービス

ご利用案内

YouＴubeで
動画もチェック

人
の
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ホームページに加え、動画でも情報発信
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Ｈ２７．　３ 地域生活支援施設 つどい　開所
グループホーム　つどいの家・桜町（定員２ユニット18名）
小規模多機能ホーム　つどいの家（登録定員29名）
認知症カフェ（誰でもカフェ）

Ｈ２７．　４ 燕市分水地区在宅老人配食サービス事業開始
（※現在は分水の里と生きがい広場地蔵堂配食サービス事業）

Ｈ２８．　４ 分水健康福祉プラザ開所（旧燕市分水町健康福祉センターを燕市より譲渡、名称変更）

訪問看護ステーション・桜井　開所
弥彦村と燕市で介護予防支援事業と認知症総合支援事業、
弥彦村では、医療・介護連携推進事業を受託開始

Ｈ２9．　３ 小規模多機能ホームやひこの家　開所（登録定員29名）

デイサービスやひこ、生きがい広場地蔵堂で、通所介護に加え、第一号
通所事業開始

■ 法 人 の 沿 革

■福祉・医療分野の主だった資格取得、研修受講状況（単位＝人。1人で複数資格取得も有）■福祉系の学校出身の介護職員・生活相談員の割合
介護福祉士 保健師 看護師（准看護師含む） 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 管理栄養士 社会福祉士 精神保健福祉士

２１６ ２ ３９ １１ ５ １ １０ ４４ ４

はり・きゅう・マッサージ師 介護支援専門員 認知症介護指導者研修 認知症介護リーダー研修 小規模多機能居宅介護
計画作成担当者研修 認知症介護実践者研修 認知症介護管理者研修 喀痰吸引等指導者講習 喀痰吸引等研修

１ ７９
（うち、主任介護支援専門員 １１）

８ １６ １５ ７０ １２ １２ ４５

Ｈ6．　4 特別養護老人ホーム　桜井の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名） 
弥彦村デイサービスセンター   事業開始

（定員15名　現在はデイサービスセンター桜井の里30名）
弥彦村在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１０．１０ 弥彦村在宅老人配食サービス　事業開始（※現在は桜井の里配食サービス事業）
サテライトデイサービス　事業開始（※現在はデイサービスやひこへ移管）

Ｈ１１．１０ 特別養護老人ホーム　分水の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名：通所介護25名）
分水町在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１２．　４ デイサービスセンター分水の里　もみじ（定員20名）開所
分水町高齢者生きがい生活活動支援　事業開始

Ｈ１５．　４ 高齢者総合生活支援センター　開所
障害福祉サービス事業　事業開始（分水の里）

Ｈ１７．　２

６
８

デイサービスやひこ（定員25名）　開所
分水町生活支援ハウス　分水こでまり（業務委託：定員10名）開所
グループホーム　我が家（定員２ユニット18名）開所
グループホーム　こいて（定員１ユニット９名）運営委託開始

Ｈ１８．　４ グループホーム　こいて（定員１ユニット９名、通所介護：定員３名）事業開始
弥彦村在宅介護支援センター　事業廃止
弥彦村地域包括支援センター、燕市分水地区地域包括支援センター　事業開始

Ｈ１８．１０ 生きがい広場 地蔵堂　開所
（通所介護、介護予防通所介護、生きがい活動支援通所事業、
　高齢者・障がい者用の複合住宅各事業、燕市通所型介護予防事業・
　機能訓練事業受託）

Ｈ２０．　４

６

グループホーム 縁（定員２ユニット18名）事業開始
弥彦村通所型介護予防事業・機能訓練事業　受託開始
グループホーム　我が家　通所介護（定員３名）事業開始

Ｈ２２．　３ 特別養護老人ホーム桜井の里　全個室ユニット型２０名分増床

Ｈ２３．　４
燕市在宅介護支援センター事業廃止
グループホーム縁　通所介護（定員3名）事業開始

Ｈ２３．　９ 高齢者総合生活支援施設 はな広場　開所
地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ（定員29名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家（登録定員26名）

Ｈ２５．　４ 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス（住宅型有料老人ホーム）
事業開始（複合住宅を事業廃止し設置）

Ｈ２６．　４ 燕市認知症施策総合推進事業　受託開始（※翌年より名称変更）

福祉系の
学校出身
５５．１％

それ以外
４４．９％

《ご利用・施設見学・OB訪問・ボランティア・インターンシップ・職員採用等に関するお問い合わせ》
〒959－0318　新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL．0256（94）3939　FAX．0256（94）2552

■ 私たちの取組み

ご利用者等の写真の掲載につきましては、承諾を得ています。

〈平成29年度版〉

■ 法人の事業概要・組織図

■男女比

■平均年齢

■働いている職員の職種等

職員DATAあらかると

職員数４１４名

（平成29年5月末時点の在籍ベース）

地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ　……　（２９名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家　……　（２９名）

高齢者総合生活支援施設　はな広場 利用定員

※登録定員

グループホーム　我が家　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
グループホーム　縁　………　入所定員（１８名）／デイ（６名）

認知症グループホーム 利用定員

グループホーム　つどいの家・桜町　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
小規模多機能ホーム　つどいの家　…………………　（２９名）
さくらまちカフェ（常設型認知症カフェ）

地域生活支援施設　つどい 利用定員

※登録定員

県央地区
弥彦村・燕市内にて

４つの拠点
43事業

を展開

平均年齢４１．１歳 ５６．５％が介護職員（234名）

男性
２８．７％

（119名）

女性
７１．３％

（295名）

保健師、看護職員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、はり・
きゅう・マッサージ師等の機能
訓練指導員、管理栄養士、調理
員、生活相談員、介護支援専門
員、計画作成担当者、施設管理
職員、生活支援員、運転員、介
助員、事務員等

特別養護老人ホーム桜井の里 特別養護老人ホーム分水の里 生きがい広場地蔵堂高齢者総合生活支援施設はな広場 地域生活支援施設つどい

www.sakurai-fukushi.or.jp http://www.sakurai-fukushi.or.jp/　  sakurai-honbu@sakurai-fukushi.or.jp　

研修体制の充実化 働きやすい職場づくり

連携・協力法人とのつながり 地域活動・地域とのつながり

◇新規採用職員だけなく中途職員でも、仕事を順序良く理解
し、次のステップへ進めるよう採用時研修、３ケ月、６ケ
月後の振り返りやフォローアップ研修を実施

◇指導担当職員が新人職員をサポートする「エルダー制度」
◇経験年数や職種ごとの研修や、「認知症ケア」、「防災教育」、
「身体拘束排除」、「権利擁護」など、専門的な研修も充実

◇職員自らが講師（内部研修、外部研修）を務めたり、大会
で発表することで、日々の実践や課題を整理でき「自己研
鑽、成長する機会」も豊富

◇「認知症介護実践者等研修事業」の実施・運営を新潟市か
ら受託

◇福祉業界は人材難であり、その確保・定着は国としても課
題で、法人も独自で職場環境や待遇の改善の取組みを実施

◇「ワーク・ライフ・バランス」＝仕事と家庭の両立に取組み、
女性や若手に働きやすい職場をめざし、定期的に業務改善、
見直しを実施

◇「職場風土向上委員会」が中心となり、ムダな業務の見直
しで残業を減らし、休みを取りやすくすることで、退職を
抑止し、モチベーションを継続し長く働けるよう配慮

◇職員互助会を設け、暑気払い、忘年会、職員旅行、慶弔金
支給等を実施、野球やバドミントンなどスポーツの交流も
定期的に実施

◇当法人、つばめ福祉会、吉田福祉会の３法人は日常的な連
携や協力体制があり、職員の交換研修や合同研修、災害や
緊急時の相互支援でも協定を締結

◇法人内で「ＤＣＡＴ」（＝災害派遣福祉チーム）を編成し、
非常時、緊急時に物的、人的支援を実施
○東日本大震災後、岩手県大船渡市、陸前高田の施設へは

過去1年をかけ、常時２名を派遣
○茨城県常総市のデイサービスセンター、福島県いわき市

の特別養護老人ホームへは関係団体からの要請を受けて
派遣

○H28年度は熊本地震発生の際に益城郡甲佐町のグループ
ホームへ派遣

◇「施設は地域の共有の財産」であり、地域・近所の方々と
の日頃からの付き合いを重視

◇地域の保育園、小学校、中学校等との交流を通し、ふれ合
いを楽しむだけでなく、職場体験や相互の学びの場となる
よう配慮

◇施設で企画する納涼祭やお祭り、忘年会の行事にお越しい
ただくと同時に、ご利用者・職員らが地域のお祭りや行事
に積極的に参加

◇緊急時や災害時において、各々の施設が地域の福祉避難所
として機能するとともに、地域の方と合同の防災訓練を実
施
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評 議 員
選任・解任
委 員 会

弁護士、税理士、社会保険労務士との顧問契約
当法人では、正しい会計処理や資産管理のための外部の監査法人との顧問契約に加え、ご利用者の権利擁護や、
職員の労務相談、万一の時のための相談のため、弁護士、社会保険労務士との顧問契約を結んでおります。

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
•神奈川県弁護士会会長　•日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長
•「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グ ル ー プ 代 表　代表社員　庵 原 宏 章　新潟事務所所長　代表社員　相 馬 正 人

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士
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部
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点

県下No.1 の初詣参拝客数を誇る、
越後一の宮、弥彦神社

日本桜の名所 100選の地、大河津分
水で行われる「おいらん道中」

大河津分水界隈を華やかに彩る桜並木

紅葉の名所弥彦もみじ谷公園

高さ 30m、弥彦のシンボル大鳥居

職人の街燕、洋食器・金属製品の生産は
世界的なシェア

弥
彦
村・燕
市
は
県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
、自
然
と
歴
史
情
緒
に
溢
れ
る
癒
し
の
環
境
が
広
が
り
ま
す
。

夢とプライドを持ち、自身の成長とやりがいを感じる職場づくり

特別養護老人ホーム　桜井の里・絆（全個室ユニット型２０名）
短期入所生活介護事業　桜井の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター　桜井の里　…………………　（３０名）
デイサービス　やひこ　………………………………　（１８名）

（通所介護、第一号通所事業）
小規模多機能ホーム　やひこの家　…………………　（２９名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※登録定員
グループホーム　こいて　……　入所定員（９名）／デイ（３名）
ケアプランセンター　桜井の里
弥彦村地域包括支援センター
弥彦村介護予防支援事業　／　弥彦村認知症総合支援事業
弥彦村医療・介護連携推進事業　／　外出支援サービス事業
桜井の里配食サービス事業　／　通所型介護予防事業・機能訓練事業

特別養護老人ホーム　桜井の里
（従来型５０名）

利用定員

短期入所生活介護事業　分水の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター分水の里　さくら　…………　（３０名）
障害福祉サービス事業　分水の里
分水の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

分水健康福祉プラザ
デイサービスセンター分水の里　もみじ　………　（２５名）
訪問看護ステーション・桜井
ケアプランセンター　分水の里
燕市分水地区地域包括支援センター
燕市介護予防支援事業　／　燕市認知症総合支援事業
生活支援ハウス　分水こでまり　…………………　（１０名）

特別養護老人ホーム　分水の里
（５０名）

生きがい広場地蔵堂・デイサービス　………………
（通所介護、第一号通所事業）
生きがい広場地蔵堂・地域の茶の間
生きがい広場地蔵堂・シニアハウス　………………　（１４名）

（住宅型有料老人ホーム）
生きがい広場地蔵堂・配食サービス事業

生きがい広場　地蔵堂 利用定員

（３５名）

利用定員

顧 問 弁 護 士
顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

総 務 課

経 理 課

新規採用職員研修は5日間で介護の基礎を

熊本地震発生直後の益城郡甲佐町のグループホーム

若手や女性が働きやすい職場を

園児との交流は至福のひととき

各施設でも平均月1回の専門研修を

被災地のグループホームでの食事提供

最も熱いサイクリングチーム（２０１６新潟ヒルクライム参戦時弥彦山山頂へ）

地域の行事へ積極的に参加

法人
各種事業
サービス

ご利用案内

YouＴubeで
動画もチェック

人
の
生
活
を
支
援
す
る
仕
事

　
「
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」
が
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れ
る
仕
事
―
。
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の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

新
潟

市
西

区
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

指
定

候
補

事
業

者
公

募
へ

の
再

募
集

に
つ

い
て

運
営

規
則

の
廃

止
と

制
定

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
建

設
整

備
事

業
　

事
業

計
画

、
資

金
計

画
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

建
設

整
備

事
業

予
算

に
つ

い
て

土
地

の
購

入
に

つ
い

て

平
成

２
８

年
度

　
第

3
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

運
営

に
関

す
る

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

選
任

に
つ

い
て

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

招
集

に
つ

い
て

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
の

事
業

計
画

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
の

入
札

の
公

告
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

ベ
ッ

ト
・

介
護

機
器

・
医

療
機

器
一

式
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

ベ
ッ

ト
・

介
護

機
器

・
医

療
機

器
一

式
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

電
化

製
品

等
一

式
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

電
化

製
品

等
一

式
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

家
具

等
一

式
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

家
具

等
一

式
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ト
等

一
式

の
入

札
に

つ
い

て

な
し

な
し

7
人

第
四

回

Ｈ
2
8
.9

.2
1

桜
井

の
里

第
五

回

Ｈ
2
8
.1

2
.1

7
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

第
三

回

Ｈ
2
8
.7

.2
7

7
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

な
し

1
人

6
人

第
六

回

Ｈ
2
9
.1

.1
7

桜
井

の
里

第
七

回

Ｈ
2
9
.2

.1
7
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

2
名

第
二

回

Ｈ
2
8
.5

.2
5

7
人

な
し

桜
井

の
里

第
一

回
Ｈ

2
8
.4

.1
2

７
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

開
催

年
月

日
出

席
理

事
数

欠
席

理
事

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

会
場

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ト
等

一
式

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

電
話

設
備

の
改

修
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

電
話

設
備

の
改

修
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

運
動

療
法

機
器

の
入

札
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

運
動

療
法

機
器

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

さ
く

ら
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

さ
く

ら
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

地
域

生
活

支
援

施
設

つ
ど

い
　

駐
車

場
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

地
域

生
活

支
援

施
設

つ
ど

い
　

駐
車

場
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

平
成

２
８

年
度

　
第

4
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

監
事

監
査

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

定
款

細
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

経
理

規
程

細
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

施
設

長
の

選
任

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
施

設
の

名
称

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
利

用
料

金
に

つ
い

て

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
我

が
家

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

縁
の

居
住

費
と

食
材

料
費

の
変

更
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

も
み

じ
　

利
用

定
員

と
営

業
日

の
変

更
に

つ
い

て

理
事

の
選

任
に

つ
い

て

監
事

の
選

任
に

つ
い

て

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

役
員

及
び

評
議

員
の

報
酬

等
並

び
に

費
用

に
関

す
る

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

組
織

図
・

法
人

本
部

体
制

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

公
印

管
理

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

補
正

予
算

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
建

設
整

備
事

業
　

事
業

計
画

、
資

金
計

画
に

つ
い

て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
建

設
整

備
事

業
　

事
業

計
画

、
資

金
計

画
に

つ
い

て

平
成

2
9
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

予
算

に
つ

い
て

平
成

2
9
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
入

札
に

つ
い

て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
　

法
定

外
公

共
物

の
用

途
廃

止
申

請
に

つ
い

て

燕
市

柳
山

地
区

の
土

地
の

追
加

購
入

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
　

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
や

ひ
こ

の
家

　
運

営
ケ

ア
計

画
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
　

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
や

ひ
こ

の
家

　
予

算
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
　

第
5
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

　
～

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
の

事
業

以
外

～

平
成

2
9
年

度
　

運
営

ケ
ア

計
画

に
つ

い
て

　
～

拠
点

ご
と

～

平
成

2
9
年

度
　

予
算

に
つ

い
て

　
～

拠
点

ご
と

～

第
九

回

Ｈ
2
9
.3

.2
9

7
人

な
し

２
人

桜
井

の
里

第
八

回

Ｈ
2
9
.3

.1
7
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

第
七

回

Ｈ
2
9
.2

.1
7
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

－ 4－－ 3－



３
．

評
議

員
会

の
開

催
状

況

開
催

年
月

日
出

席
評

議
員

数
欠

席
評

議
員

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

　
会

場

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

２
７

年
　

事
業

報
告

に
つ

い
て

　
～

各
拠

点
ご

と
～

平
成

２
７

年
度

　
決

算
に

つ
い

て
　

１
）

各
拠

点
ご

と

２
）

監
査

結
果

報
告

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

事
務

処
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

新
潟

市
西

区
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

指
定

候
補

事
業

者
公

募
へ

の
応

募
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
ひ

こ
の

利
用

定
員

の
変

更
に

つ
い

て

平
成

２
８

年
度

　
第

１
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

経
理

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

育
児

休
業

、
育

児
の

た
め

の
深

夜
業

の
制

限
及

び
育

児
短

時
間

勤
務

等
に

関
す

る
規

程
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

介
護

休
業

、
介

護
の

た
め

の
深

夜
業

の
制

限
及

び
介

護
短

時
間

勤
務

等
に

関
す

る
規

程
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

平
成

２
８

年
度

　
地

域
密

着
サ

ー
ビ

ス
拠

点
の

会
計

の
統

合
に

つ
い

て

平
成

２
８

年
度

　
第

2
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

新
潟

市
西

区
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

指
定

候
補

事
業

者
公

募
へ

の
再

募
集

に
つ

い
て

運
営

規
則

の
廃

止
と

制
定

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
建

設
整

備
事

業
　

事
業

計
画

、
資

金
計

画
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

建
設

整
備

事
業

予
算

に
つ

い
て

土
地

の
購

入
に

つ
い

て

平
成

２
８

年
度

　
第

3
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

運
営

に
関

す
る

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

選
任

に
つ

い
て

評
議

員
選

任
・

解
任

委
員

会
の

招
集

に
つ

い
て

燕
市

分
水

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
の

事
業

計
画

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
の

入
札

の
公

告
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

ベ
ッ

ト
・

介
護

機
器

・
医

療
機

器
一

式
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

ベ
ッ

ト
・

介
護

機
器

・
医

療
機

器
一

式
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

電
化

製
品

等
一

式
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

電
化

製
品

等
一

式
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

家
具

等
一

式
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

施
設

　
建

設
整

備
事

業
　

家
具

等
一

式
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ト
等

一
式

の
入

札
に

つ
い

て

桜
井

の
里

第
四

回

Ｈ
2
8
.9

.2
1

第
一

回
Ｈ

2
8
.4

.1
2

1
5
人

1
人

な
し

桜
井

の
里

第
三

回

Ｈ
2
8
.7

.2
7

1
4
人

1
人

な
し

桜
井

の
里

２
人

な
し

1
5
人

第
二

回

Ｈ
2
8
.5

.2
5

桜
井

の
里

桜
井

の
里

な
し

1
人

1
4
人

第
五

回

Ｈ
2
8
.1

2
.1

1
4
人

1
人

な
し

桜
井

の
里

第
六

回

Ｈ
2
9
.1

.1
7

1
3
人

2
人

な
し

第
七

回

Ｈ
2
9
.2

.1
1
5
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

開
催

年
月

日
出

席
評

議
員

数
欠

席
評

議
員

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

　
会

場

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

ベ
ッ

ト
等

一
式

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

電
話

設
備

の
改

修
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

電
話

設
備

の
改

修
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

運
動

療
法

機
器

の
入

札
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
　

運
動

療
法

機
器

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

さ
く

ら
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

さ
く

ら
　

特
殊

浴
槽

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

地
域

生
活

支
援

施
設

つ
ど

い
　

駐
車

場
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

地
域

生
活

支
援

施
設

つ
ど

い
　

駐
車

場
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

平
成

２
８

年
度

　
第

4
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
の

入
札

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
の

入
札

参
加

業
者

の
決

定
に

つ
い

て

監
事

監
査

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

定
款

細
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

経
理

規
程

細
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

施
設

長
の

選
任

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
施

設
の

名
称

に
つ

い
て

（
仮

称
）

弥
彦

村
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
利

用
料

金
に

つ
い

て

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
我

が
家

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

縁
の

居
住

費
と

食
材

料
費

の
変

更
に

つ
い

て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

も
み

じ
　

利
用

定
員

と
営

業
日

の
変

更
に

つ
い

て

理
事

の
選

任
に

つ
い

て

監
事

の
選

任
に

つ
い

て

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

役
員

及
び

評
議

員
の

報
酬

等
並

び
に

費
用

に
関

す
る

規
程

の
制

定
に

つ
い

て

組
織

図
・

法
人

本
部

体
制

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

公
印

管
理

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

補
正

予
算

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
建

設
整

備
事

業
　

事
業

計
画

、
資

金
計

画
に

つ
い

て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
建

設
整

備
事

業
　

事
業

計
画

、
資

金
計

画
に

つ
い

て

平
成

2
9
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

予
算

に
つ

い
て

平
成

2
9
年

度
（

仮
称

）
新

潟
市

西
区

赤
塚

地
区

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
　

建
設

整
備

事
業

　
特

別
会

計
　

予
算

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
入

札
に

つ
い

て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

（
仮

称
）

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
新

築
工

事
　

法
定

外
公

共
物

の
用

途
廃

止
申

請
に

つ
い

て

燕
市

柳
山

地
区

の
土

地
の

追
加

購
入

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
　

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
や

ひ
こ

の
家

　
運

営
ケ

ア
計

画
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
　

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
や

ひ
こ

の
家

　
予

算
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
　

第
5
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

　
～

新
潟

市
西

区
赤

塚
地

区
の

事
業

以
外

～

平
成

2
9
年

度
　

運
営

ケ
ア

計
画

に
つ

い
て

　
～

拠
点

ご
と

～

平
成

2
9
年

度
　

予
算

に
つ

い
て

　
～

拠
点

ご
と

～

桜
井

の
里

第
七

回

Ｈ
2
9
.2

.1

第
八

回

Ｈ
2
9
.3

.1
1
5
人

な
し

な
し

1
5
人

な
し

な
し

桜
井

の
里

第
九

回

Ｈ
2
9
.3

.2
9

1
5
人

な
し

２
人

桜
井

の
里

－ 6－－ 5－



4. 監事監査と監査法人による巡回監査について

（1）監事による監査

回数 実施年月日 監　査　対　象 備　考

1回 平成28年4月8日 平成２８年１月分、２月分 監事  ２名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

2回 平成28年5月18日 平成２８年３月分及び平成２７年度決算 監事  ２名

本部会計並びに各事業会計について 理事長

3回 平成28年8月8日 平成２８年４月分、５月分、６月分 監事  2名

法人会計監査 理事長

4回 平成28年10月11日 平成２８年７月分、８月分 監事  2名

法人会計監査 理事長

5回 平成28年12月6日 平成２８年９月分、１０月分 監事  2名

法人会計監査 理事長

6回 平成29年2月6日 平成２８年１１月分、１２月分 監事  2名

法人会計監査 理事長

7回 平成29年4月13日 平成２９年１月分、２月分 監事  2名

法人会計監査 理事長

8回 平成29年5月24日 平成２９年３月分及び平成２８年度決算 監事  2名

法人会計監査 理事長

（2）監査法人（税理士法人さくら総合会計）による巡回監査

回数 実施年月日

1回 平成28年3月28日 平成２８年１月、２月分本部会計並びに各事業会計

2回 平成28年5月11・12日

3回
平成28年7月29日

8月 1日
平成２８年４月、５月、６月分法人会計監査

4回 平成28年9月27・29日 平成２８年７月、８月分法人会計監査

5回 平成28年11月22・30日 平成２８年９月、１０月分法人会計監査

6回 平成29年1月24・26日 平成２８年１１月、１２月分法人会計監査

7回 平成29年3月28・31日 平成２９年１月、２月分法人会計監査

8回 平成29年5月19・22日

平成２８年３月分本部会計並びに各事業会計
並びに平成２７年度決算

平成２９年３月分本部会計並びに各事業会計
並びに平成２８年度決算

監　査　対　象

５
．
内
部
監
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
（
H
２
８
年
度
）

１
．
異
動
等
の
効
率
、
現
場
の
雰
囲
気
を
考
え
、
施
設
ご
と
の
括
り
と
す
る
　
→
　
多
少
の
前
後
、
前
倒
し
あ
り
。
１
事
業
５
０
分
間
を
目
安

２
．
下
記
は
対
象
事
業
所
、
監
査
実
施
対
応
、
被
監
査
側
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
人
選
等
に
つ
い
て
は
調
整

　
　
　
　

３
．
今

後
監

査
時

の
書

類
は

「
老

人
福

祉
法

」
、
「
介

護
保

険
法

」
と
毎

年
交

互
に
適

用
（
今

回
は

前
者

、
D
S
は

介
護

保
険

法
で
可

）
。
ま
た
、
相
互
の
事
業
の
責
任
者
が
確
認
す
る

４
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
・
・
１
）
監
査
資
料
提
出
・
・
・
監
査
１
週
間
前
ま
で
に
、
監
査
を
受
け
る
側
＝
被
監
査
側
が
監
査
実
施
担
当
へ
資
料
を
１
部
（
原
本
と
し
て
使
用
）
提
出

（
順
不
同
敬
称
略
）

地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
拠
点

桜
井

拠
点

分
水

の
里

拠
点

４
G
H
＋
本
部

部
署
名

監
査
実
施
担
当

被
監
査
側

担
当

部
署

名
監

査
実

施
担

当
被

監
査

側
担

当
部

署
名

監
査

実
施

担
当

被
監

査
側

担
当

部
署

名
監

査
実

施
担

当
被

監
査

側
担

当

1
9
:3
0

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
桜
井
の
里

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
分
水
の
里
(鷲

尾
、
土
田
）

佐
藤
・
泉
田

ケ
ア
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顔が見えない電話対応も実は重要 日常業務でのひとコマ

６．法人本部体制

A．法人本部事務局　　　　　　　　

①理事長 法人代表

②常務理事 法人全体総括

③事務局会議主幹 会議等主幹、法人サービス向上委員会

④事務局長 会議等準備、広報委員会

⑤事務局員 各拠点から選出、職場風土向上委員会、

　 人事考課委員会、システム運用担当、

研修委員会、三法人連携

※基本的には全て責任者、担当者あり
　

B．法人本部事務　（平成２８年度）

　　　　

　

給与業務

常務理事 事務局長 人事業務

総務・労務業務

※　左上記の他、総務関係で3.5名、経理関係で3.5名

経理・財務管理業務

法人全体に関わる会議、行事等主幹、調整ごと

研修業務（新潟市委託、認知症介護実践者研修、喀痰吸引等研修）

施設との共通業務

顔が見えない電話対応も実は重要 日常業務でのひとコマ

7．法人の委員会の組織状況

　

職場風土向上委員会

法人全体の職場環境の改善・向上に向け活動。職員一人ひとり
を大切に、永く働ける職場となるべく具体的な施策を追求。加
えて、法人運営の根幹である諸規程・諸規則の制定、改定に係
わる検討、実施

法人広報委員会
広報誌「さくら」を年３回発行し、各施設の様子、お知らせ等
を発信。また、年１回は決算報告含む構成３市村へ全戸配布を
実施

法人事務局 法人研修委員会
法人全職員の資質とサービス向上のため、階層・対象者別など
様々な形式の研修を企画・実施。また、内部の研修だけでな
く、外部研修、各種大会での外部発表等も実施

法人ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会
法人として良いサービスの提供と、危機管理体制を整備するこ
とで、事故を未然に、そして、最小限にとどめられるよう、管
理体制の徹底を図る

法人人事考課委員会
人事考課の公正、かつ公平な運用のための管理と問題把握、及
び、仕事への動機付けとなるよう系統立てて、人事考課制度を
推進

桜会・信濃会・ひろば会

職員の福利厚生の充実のため、桜井の里、分水の里、地域密着
各々の職員の互助会的な組織。春の法人歓迎会をはじめ、職員
旅行、暑気払い、忘年会、加えて、連携３法人、近隣施設との
親睦会等多くの役割を担う

 

１）平成2８年度は、下記の5委員会と職員互助会を構成
２）各々の委員会の開催内容等は、各々の施設の「事業報告」に記載
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8．法人の諸行事全体概要

年 月　日 内　　　　容

平成28年 ４月１日 平成28年度法人入社式　辞令交付式

6日 事務局会議（桜井の里）

7日 ハローワーク就職ガイダンス（県央メッセピア）

8日 第１回監事会

１２日 第１回理事会・評議員会

１３日 業務執行部会議

１７日 新潟国際情報大学学内合同企業説明会

１８日 臨時業務執行部会議

２０日 事務局会議（分水の里）　法人職員歓迎会（燕三条ワシントンホテル）

２７日 業務執行部会議

２９日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１７日 県央就職ガイダンス（メッセピア）

5月10日 新卒就職者激励会

11日 事務局会議（桜井の里）

１２日 外部監査

18日 事務局会議（分水の里）　第２回監事会

18日 人事考課委員会

１９日 YOUターン就職フェア（東京）

２０日 ハローワーク大学等合同企業説明会（朱鷺メッセ）

２５日 業務執行部会議　第２回理事会・評議員会

２６日 新規高等学校求人説明会＆意見交換会（燕市）

２９日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

３１日 職場風土向上委員会

6月1日 事務局会議（桜井の里）

６日 人事考課委員会

８日 業務執行部会議　学校訪問①（関東圏）（～１０日）

１１日 マイナビ就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１５日 事務局会議（分水の里）

２２日 業務執行部会議

２５日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）　新潟医療福祉大学校内就職ガイダンス

２７日 職場風土向上委員会

２８日 大学等訪問①（医療福祉大学）

7月1日 エイシンカレッジ就職ガイダンス　大学等訪問②（青陵大学、WM、敬和学園大学）

４日 大学等訪問③（長岡）

６日 事務局会議（桜井の里）

１０日 日本柔道整復師専門学校校内就職ガイダンス

１１日 内部監査（地域密着サービス）

１２日 内部監査（桜井の里関係）　新潟県外大学等情報交換会（朱鷺メッセ）

１３日 業務執行部会議　国際こども福祉カレッジ校内就職ガイダンス

１４日 内部監査（分水の里）　高校生就職ガイダンス（燕市）

１５日 内部監査（本部関係・GH）　新潟青陵大学・短期大学部校内就職ガイダンス

１８日 マイナビ就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２０日 法人事務局会議（分水の里）

２２日 採用試験①　人事考課委員会

２５日 職場風土委員会 

２７日 業務執行部会議　第３回理事会・評議員会

２８日 東北福祉大学校内就職ガイダンス

８月３日 事務局会議（桜井の里）

６日 福祉職場説明会（ハイブ長岡）

８日 新潟保健医療専門学校校内就職ガイダンス　第3回監事会　人事考課委員会

１０日 業務執行部会議　福祉職場説明会（ユニゾンプラザ）

１１日 施設説明会＆施設見学会①

１２日 施設説明会＆施設見学会②

１５日 晴陵リハビリテーション学院校内就職ガイダンス

１７日 事務局会議（分水の里）

２１日 新潟市主催就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

　

年 月　日 内　　　　容

２３日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２４日 業務執行部会議

２５日 施設見学③

３１日 新潟リハビリテーション大学校内就職ガイダンス

９月１日 県外大学等との情報交換会・事例発表会（新潟市）

７日 事務局会議（桜井の里）　

８日 職員採用試験②　臨時業務執行部会議

１０日 広報しえん就職ガイダンス

１４日 業務執行部会議

２０日 職員採用試験③

２１日 第４回理事会・評議員会　事務局会議（分水の里）

２６日 職場風土向上委員会

２８日 業務執行部会議

１０月４日 県内大学・専門学校との情報交換会（朱鷺メッセ）

5日 事務局会議（桜井の里）

6日 職員採用試験④

１１日 第４回監事会

１２日 業務執行部会議

１４日 巻ハローワーク就職ガイダンス

１５日 福祉の職場ミニ説明会（ユニゾンプラザ）

１６日 広報しえん就職ガイダンス

１９日 事務局会議（分水の里）　県央障がい者面接会（朱鷺メッセ）

２７日 ハローワーク就職ガイダンス（新潟市産業振興センター）

１１月１日 職員採用試験⑤

２日 事務局会議（桜井の里）

８日 三法人情報交換会

９日 業務執行部会議　敬和学園大学就職懇話会（新潟市）

１６日 事務局会議（分水の里）　新潟国際情報大学大学就職懇話会（新潟市）

２８日 職場風土向上委員会

３０日 外部監査　業務執行部会議

１２月１日 第５回理事会・評議員会

６日 第５回監事会

７日 事務局会議（桜井の里）

１４日 業務執行部会議

２１日 事務局会議（分水の里）

２８日 業務執行部会議　理事評議員法改正の勉強会・懇親会（弥彦）

平成２９年 １月４日 新年挨拶回り

１１日 事務局会議（桜井の里）

１７日 第６回理事会・評議員会　採用試験

１８日 事務局会議（分水の里）

２５日 業務執行部会議

２月１日 事務局会議（桜井の里）　第７回理事会・評議員会

６日 第６回監事会　人事考課委員会

８日 業務執行部会議

10日 採用試験・登用試験

１４日 長岡大学校内就職ガイダンス

２２日 業務執行部会議

２４日 巻ハローワーク就職ガイダンス

３月１日 事務局会議（桜井の里）　第８回理事会・評議員会

８日 業務執行部会議

１５日 事務局会議（分水の里）

２２日 業務執行部会議

２７日 職場風土向上委員会  大学等合同企業説明会（朱鷺メッセ）

２９日 第９回理事会・評議員会

３０日 新採用職員研修
３１日 外部監査
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（1）内部研修

月　　日 対象者 人数

平成２８年3月3１日
～４月２日

１１日～１２日

平成２８年４月
新規採用職員他

51名

7月7日 指導的職員 60名

7月19日 勤務３年目職員 18名

８月１７日
９月２７日

勤務２年目職員 45名

9月28日 介護リーダー、介護職員 13名

10月19日
平成２８年４月
新規採用職員他

46名

11月16日 勤務5年目職員 4１名

12月21日
～12月22日

平成２８年度
中途採用職員

17名

平成29年2月13日 指導的職員他 77名

（2）外部研修・出張等

月　　日 方式 開催期間 対象者 人数

平成28年4月26日 講義 1日 事務局長 1名

5月12日 講義 １日 事務局長 1名

5月26日 講義 １日 常務理事 1名

6月3日 講演 1日 理事長・常務理事 ２名

6月23日 講義 1日 常務理事 １名

7月12日 講義 1日 常務理事 １名

7月12日 情報交換他 半日 事務局長 1名

7月28日 講義 半日 本部事務員 ２名

7月29日 講演 半日 常務理事 １名

8月24日 講義他 １日 事務局長 １名

9月1日 情報交換他 １日 事務局長 １名

9月2日 講義 半日 事務局長 1名

9月9日 講義 半日 事務局長 1名

9月12日 講義 ２日 常務理事 1名

介護機器を活用した介護技術研修 樋口　和磨

法人新規採用職員研修/介護保険制度の概要　他 柏原理事長、他

新潟県・広報しえん

人材確保のためのプレゼン向上セミ
ナー

新潟県社会福祉協議会

新潟県介護支援専門員協会研修 新潟県介護支援専門員協会

介護人材採用セミナー 介護労働安定センター

認知症ケア　全国フォーラム 日本認知症ケア学会

介護支援専門員協会総会・研修会 新潟県介護支援専門員協会

日本認知症グループホーム協会新潟県支部
燕市・弥彦村認知症施策総合事業共催研修
会

新潟県老人福祉施設研究大会 新潟県老人福祉施設協議会

北越銀行

法人階層別研修/認知症の人のケアを学ぶ

法人階層別研修/生活の捉え方

川村　小津江

横山　稔

佐々木　勝則

採用力ＵＰセミナー ジョブカフェ

県外大学等との情報交換会・事例発表
会

ホクギン医療セミナー

延命政之顧問弁護士

法人階層別研修/意思決定と権利擁護について

柏原理事長、他法人中途採用職員研修/人として　他

9．法人の内部・外部研修等の開催・参加状況

研　　修　　名　/　研　修　内　容 講師（講演者）

新潟県・広報しえん

日本認知症グループホーム協会

法人階層別研修/「住民とつくる地域包括ケア」について
一般社団法人地域ケア総合研究所

所長　竹重俊文　氏

研　　　修　　　名 主　催　者

法人階層別研修/「高齢者虐待防止」について

メンタルヘルス制度研修 新潟産業保健総合支援センター

法人新規採用職員フォローアップ研修 土屋　誠

日本認知症グループホーム協会新潟県
支部総会・研修会

日本認知症グループホーム協会

介護労働安定センター介護労働者懇話会

県外大学等との情報交換会

月　　日 方式 開催期間 対象者 人数

9月23日 講義 半日 事務局長 1名

９月２８日～３０日 講義他 ３日 事務局長 1名

９月３０日～１０月２日 講演他 ３日 常務理事 1名

10月4日 情報交換他 半日 事務局長 1名

10月5日 講義他 半日 常務理事 1名

１０月１４日～１７日 講演他 ４日 常務理事 1名

10月26日 講義他 １日 事務局長 1名

10月29日 講演他 １日 常務理事 1名

11月9日 情報交換他 半日 事務局長 １名

11月16日 情報交換他 半日 事務局長 1名

12月8日 講義他 １日 事務局長 １名

12月9日 講義 半日 事務局長 1名

12月12日 講義 半日 事務局長 １名

2月8日 講義 半日 事務局長 1名

2月17日 講義 半日 事務局長 １名

２月２０日～２１日 講義 2日 事務局長 1名

2月20日 講義 半日 本部事務員 1名

会社経営者研修会 全国経営者協議会

社会福祉法人法改正セミナー さくら総合会計

敬和学園大学

全国経営者協議会

日本ケアマネジメント学会

新潟国際情報大学就職情報交換会 新潟国際情報大学

障害者雇用納付金制度申告申請事務説明会
独立行政法人高齢・障害・

求職者雇用支援機構

社会福祉法人法改正セミナー 新潟県老人福祉協議会

雇用改善セミナー 新潟労働局

高齢者福祉事業経営セミナー 全国経営者協議会

改正育児・介護休業法、
男女雇用機会均等法説明会

社会福祉制度改革セミナー 新潟県経営者協議会

新潟労働局

外国人技能実習制度セミナー 国際研修協力機構

研　　　修　　　名 主　催　者

敬和学園大学就職懇話会

公益的取組セミナー

日本ケアマネジメント学会in新潟

日本認知症グループホーム協会全国大会 日本認知症グループホーム協会

日本介護支援専門員協会全国大会 日本介護支援専門員協会

経営協研修会 新潟県経営者協議会

県内大学・専門学校との情報交換会 新潟県・広報しえん
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10．関係する外部機関・団体への参画状況

（１）関係する外部機関・団体への講師、発表等

10月3日

研修会講師（秋田県支部）

認知症介護実践者研修講師（新発田市）

8月29日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

月　　日 講師・講演内容 主催者 講師名

平成28年5月13日

5月16日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

講義講師

講義講師

加茂市

燕市地域密着型サービス協議会

新潟医療福祉大学

新潟市けやき会

新潟県

日本認知症グループホーム協会

6月16日

9月2日

9月23日

9月29日

認知症介護実践リーダー研修講師

講義講師

地域密着型サービス会講演

9月28日 認知症サポーターキャラバンメイト養成講義講師 三条地域振興局

7月3日

7月4日

講義講師

講義講師

認知症介護実践者研修講師（新発田市）

7月20日

7月21日

8月18日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

新潟県

研修会講師（熊本県支部）

常務理事　佐々木　勝則

10月27日

認知症介護実践者研修講師（新潟市）

高齢者の意思決定について講演

常務理事　佐々木　勝則

日本認知症グループホーム協会

愛媛県

新潟県

常務理事　佐々木　勝則新潟県

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

介護支援専門員協会

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

まちだ園 常務理事　佐々木　勝則

新潟県

愛媛県

常務理事　佐々木　勝則

10月7日

9月26日 講義講師

地域密着型サービス開設者研修講義

認知症介護開設者研修講師

高齢者虐待防止研修会講義

「老いを考える会」講師

研修会講師

長岡市

岩船福祉会

南魚沼地域振興局

12月8日 認知症介護実践者研修講師 新潟県老人福祉施設協議会 常務理事　佐々木　勝則

2月27日 講義講師 認知症介護研究研修仙台センター 常務理事　佐々木　勝則

3月3日 講義講師 佐渡市中央地域包括支援センター 常務理事　佐々木　勝則

新潟県老人福祉施設協議会

妙高市 常務理事　佐々木　勝則

3月6日 3.11メモリアル事業シンポジウム座長 日本認知症グループホーム協会 常務理事　佐々木　勝則

2月23日 講演（佐賀県） 日本認知症グループホーム協会 常務理事　佐々木　勝則

11月28日、29日 高齢者虐待防止研修講師 新潟市 常務理事　佐々木　勝則

11月21日、23日

10月28日、11月8日

11月18日

11月20日

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

認知症介護実践者研修講師 日本認知症グループホーム協会 常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

10月22日

研修会講師

常務理事　佐々木　勝則

障害者虐待防止・権利擁護研修会講師

研修会講師

講演 常務理事　佐々木　勝則

10月20日

厚生労働省（大宮市） 常務理事　佐々木　勝則

10月21日 厚生労働省（和光市）

新潟県ホームヘルパー協会

10月25日

（２）関係する外部機関・団体の役職歴等

ＮＯ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 障害者職業生活相談員

15

16

17 健康保険委員 事務局長　高橋　学 協会けんぽ

日本認知症グループホーム協会　理事 常務理事　佐々木　勝則 （公社）日本認知症グループホーム協会

日本認知症グループホーム協会　新潟県支部支部長 常務理事　佐々木　勝則 同協会

新潟県介護支援専門員協会　会長 常務理事　佐々木　勝則 同協会

新潟県介護支援専門員協会　養成研修委員長 常務理事　佐々木　勝則 同協会

役職名等 氏名 主催

新潟県介護支援専門員指導者 常務理事　佐々木　勝則 （一社）新潟県介護支援専門員協会

国際こども福祉カレッジ社会福祉学科　非常勤講師 事務局長　高橋　学 同校

弥彦村介護保険計画策定委員 常務理事　佐々木　勝則 弥彦村

新潟県社会福祉士会

弥彦村

新潟県社会福祉士会

常務理事　佐々木　勝則

認知症介護研究研修仙台センター

弥彦村総合戦略策定会議委員

公正採用選考人権啓発推進員 事務局長　高橋　学 厚生労働省

国際こども福祉カレッジ精神保健福祉学科　非常勤講師 事務局長　高橋　学 同校

燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター　評議員 事務局長　高橋　学 燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター

事務局長　高橋　学 （独）高齢・障害求職者雇用支援機構  　

職業家庭両立推進者 事務局長　高橋　学 新潟県労働局

常務理事　佐々木　勝則

常務理事　佐々木　勝則

高齢者虐待の要因分析と地方自治体の施策促進に関する
調査研究事業（平成27年高齢者虐待の要因分析と対応
実務課題の解決・共有に関する調査研究事業）委員

高齢者虐待対応委員会相談支援部会委員

常務理事　佐々木　勝則

外部評価機関『あいエイド新潟』評価審査委員
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11．燕市内の三法人との連携・協力体制　

項　　目 内　　　　　容

●緊急時・災害時の職員の派遣案作り

●緊急ショート入所対応案作り

　上記が、効果的かつ円滑に実施されるための

　連携を継続して検討

●合同研修、企画実施

　・同職種、同専門職種間共同勉強会 研修日 研修職員 研修先

●職員の交換研修、相互評価事業 9月 桜井の里介護職員 白ふじの里

９月 桜井の里厨房職員 小規模さわらび

９月 ＤＳ分水の里介護職員 DSつばめ福寿園

９月
ＤＳ分水の里介護
職員・生活相談

DS太陽の園

10月 桜井の里絆介護職員 小規模さわらび

10月 分水の里介護職員 つばめ福寿園

11月 ＳＳ桜井の里介護職員 SSひまわりの園

11月 ＳＳ分水の里介護職員 白ふじの里

11月 分水の里介護職員 さわたりの郷

11月
生きがい広場ＤＳ

介護職員
ＤSひまわりの園

研修日 研修先 研修職員

９月 ＤＳ分水の里もみじ
ＤＳひまわりの園

作業療法士

10月 桜井の里 白ふじの里介護職員

10月 ＤＳ桜井の里 つばめ第３ＤＳ介護職員

10月 訪問看護・桜井 吉田訪問看護師

１０月
生きがい活動支援
事業（生きデイ）

介護予防事業
（つばめ福祉会）

11月 分水の里 つばめ福寿園介護職員

11月 ＤＳ分水の里もみじ つばめ第３ＤＳ介護職員

11月 ＧＨ縁
生きがい保内の杜
介護・計画作成

11月
生きがい活動支援
事業（生きデイ）

介護予防事業
（つばめ福祉会）

●預かり保育サービス｢きららおひさまこども園｣利用

●各施設の福利厚生実施の把握と検討

●3法人でのスポーツ大会

29名が参加の運動会を実施

燕市内三つの社会福祉法人、つばめ福祉会、吉田福祉会、そして、桜井の里福祉会の日常的かつ緊急的に連携・協力
体制については、９年目のH2８年度は継続して以下の3つの項目を柱として継続して実施。

平成2８年度実施内容

リスク
マネジメント

●緊急時・災害時の施設利用、受入に関わる相談・
支援体制案作り

●左記連携体制を継続して実施

●交換研修派遣　※１名づつ

人材育成

福利厚生

実利用３名、のべ利用６５回／年

平成２９年１月２１日、吉田総合体育館にて

●交換研修受入れ　※１名づつ

　１２．社会貢献、地域活動、その他取組について

当法人の取組の一部を紹介します

１）今までの災害・緊急時の支援・取組、社会貢献について

　当法人は平成２３年の東日本大震災を契機とし、かねてより交流のあった岩手県大船渡市、

陸前高田市の（福）典人会への職員派遣、翌平成２４年には「２法人の・協力に関する協定」

を交わし、平成２５年は１年をかけ、常時２名の介護職員を現地へ派遣しました。

　その後、平成２７年には茨城県常総市の水害を受けたデイサービスセンターへ、また東日本

大震災を受けた福島県いわき市の特別養護老人ホームへも、各々の関係団体・機関より要請を

受け、派遣を行いました。

　そして、内部では「災害介護派遣規程」を制定し、有事の際の対応や体制をまとめると

ともに定期的に研修を実施しております。

２）昨年度の取組実績

　昨年４月の熊本地震発生の際には、県内でも最も被害の大きかった地域の

ひとつの益城郡の甲佐町のグループホーム、こちらもかねてからの知り合いでしたが、

４月に職員４名が６日間、７月には職員２名が８日間の派遣を終えました。

また、毎年６月に年度ごとの緊急時災害介護派遣チームのメンバーを募り任命式を行っており

平成２９年度は６月２１日に新たなメンバーも加わる中、任命式を予定しております。

３）「福祉避難所」の設置・運営に関する地方自治体との協定、地域への社会貢献について

　緊急時、災害時において、避難される方々が増大し、困難な状況に陥ることへの対応として

そして、社会福祉法人の「地域貢献」という大事な使命を含め、平成２６年度に燕市と

燕市内の３法人（他つばめ福祉会、吉田福祉会）と各々の法人が施設を避難所として提供し、

人的な相互協力を行う協定を締結しました。同様に翌年に弥彦村とも締結しております。

また、防災避難訓練は年間を通じ、地域の方とも合同で開催する機会を増やしていきます。

昨年４月の熊本で職員派遣を行った時の様子 DCAT（緊急時災害介護派遣チーム）任命式の様子
（毎年６月に実施）
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　　４）顧問契約等他とのバックアップ体制について

　当法人では、正確な会計・経理業務のため外部監査法人、あるいは人事・労務面での適切な

対応、アドバイスを受けるため社会保険労務士と、そして、ご利用者の権利擁護、万が一の

時の法律相談のため弁護士とも顧問契約を結んでおります。

グループ代表　　　　　代表社員　　庵原　宏章

新潟事務所所長　　　　代表社員　　相馬　正人

　　　　顧問弁護士　　　　　 延命法律事務所　　弁護士　　延命　政之　

　　・神奈川県弁護士会会長　・日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長　

  　・「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

顧問税理士
顧問社会保険労務士

さくらマネジメントグループ税理士法人さくら総合会計

顧問弁護士延命先生による人権・権利擁護に係る講義 真剣なまなざしでしっかり受講

　　４）顧問契約等他とのバックアップ体制について

　当法人では、正確な会計・経理業務のため外部監査法人、あるいは人事・労務面での適切な

対応、アドバイスを受けるため社会保険労務士と、そして、ご利用者の権利擁護、万が一の

時の法律相談のため弁護士とも顧問契約を結んでおります。

グループ代表　　　　　代表社員　　庵原　宏章

新潟事務所所長　　　　代表社員　　相馬　正人

　　　　顧問弁護士　　　　　 延命法律事務所　　弁護士　　延命　政之　

　　・神奈川県弁護士会会長　・日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長　

  　・「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

顧問税理士
顧問社会保険労務士

さくらマネジメントグループ税理士法人さくら総合会計

顧問弁護士延命先生による人権・権利擁護に係る講義 真剣なまなざしでしっかり受講

研修名称 参加人数

研修名称 研修のねらい 参加人数

基本研修（演習） 実地研修

5
新潟市認知症対応
型サービス事業

管理者研修

○認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症
対応型共同生活介護の事業所を管理・運営していくために必
要な知識及び技術の習得ができるようになること

平成28年

  計29名

11月21日（月）

○管理者として、事業所を管理・運営していくための理念及
び知識、技術習得に加え、認知症の人に対するケアの向上を
図ることができるようになること

～

11月22日（火）

会場：新潟テルサ

4
第２回新潟市認知
症介護実践研修
（実践者研修）

○認知症ケアを推進し、認知症の人に対するケアの質向上を
目指す人材になること

平成28年

3
新潟市認知症介護
実践研修（実践
リーダー研修）

○実践者研修で得られた知識・技術をさらに深め実践できること 平成28年

○認知症の人の生活を支援する地域ケアの考え方を学ぶこと
1月10日（火）

○認知症の人の生活が豊かになるようケアの現場で実践でき
るようになること

会場：
   ｽﾎﾟｰﾂ医科学ｾﾝﾀｰ他

  計69名

10月18日（火）
○認知症の「その人の有する能力に応じ、自立した生活をお
くるため」の支援の考え方を学ぶこと

～
平成29年

計14名

○認知症の人の支援を実践するチームリーダーとして、他の
職員をリードし、チームケアの中心となる役割を担うことが
できるようになること

8月23日（火）

～
11月18日（金）

会場：新潟テルサ

  計70名

6月16日（木）
○認知症の「その人の有する能力に応じ、自立した生活を送
るため」の支援の考え方を学ぶこと

～
8月25日（木）

○認知症の人の生活を支援する地域ケアの考え方を学ぶこと 会場：

○認知症の人の生活が豊かになるようケアの現場で実践でき
るようになること

　デンカビッグスワン

2
第1回新潟市認知
症介護実践研修
（実践者研修）

○認知症ケアを推進し、認知症の人に対するケアの質向上を
目指す人材になること

平成28年

1
新潟市認知症介護

基礎実践研修

○認知症介護に携わる者が、その業務を遂行する上で基礎的
な知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につけ、チー
ムアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を
行うことができるようにすること。

平成28年

  計77名

1３．法定研修の実施状況

（１）新潟市認知症介護実践者等養成研修

1.受託研修内容等について・・・全て講義と講演、職場内外研修とレポート提出

研修のねらい 開催日時・会場

5月27日（金）

会場：
  デンカビッグスワン

９月２1日（水）

（2）喀痰吸引等研修（第一号研修・第二号研修）

1.研修内容等について

開催日時・会場

1
喀痰吸引等研修
（第一号研修・
第二号研修）

平成２４年度から「社会
福祉士及び介護福祉士
法」の一部改正により、
介護福祉士及び一定の研
修を受けた介護職員等に
おいては、医療や看護と
の連携による安全確保が
限られている事等、一定
の条件の下で「たんの吸
引等」の行為を行うため

基本研修（講義）

計８日間

  2２名

　平成28年
6月20日（月）

～
９月5日（月）

会場：分水健康福祉プラザ

筆記試験

分水健康福祉プラザ 会場：各事業所

2.その他
平成2９年度も継続して実施する。

2.その他
平成2９年度も継続して新潟市より委託を受け実施する。

～ ～
９月２０日（火） 　平成２９年

会場： 3月31日（金）

９月８日（木）　会場：分水健康福祉プラザ

　平成２８年 　平成２８年
９月1２日（月）

－ 20－－ 19－



１４．職員採用活動状況 （単位＝人）

Ｎｏ 　　内　　　　　　容 　　　　　　　　　　　主　催　・　詳　細 対応等 面談者 見学者 累計

1 　　校内就職ガイダンス ２／１９（金） 長岡大学 平沢 8 8

2 　　校内就職ガイダンス ３／１１（金） 敬和学園大学 前山 8 16

3 　　就職ガイダンス ４／７（木） ハローワーク就職ガイダンス（三条） 前山 2 18

4 　　校内就職ガイダンス ４／１７（日） 新潟国際情報大学 野口 4 22

5 　　就職ガイダンス ４／２９（日） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・前山 13 35

6 　　OB訪問・見学会① ○ ４月小計 ４月見学者累計 ― 2 　

7 　　就職ガイダンス ５／２０（金） ハローワーク就職ガイダンス（新潟） 高橋・野口 2 37

8 　　就職ガイダンス ５／２９（日） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・前山 12 49

9 　　OB訪問・見学会② ○ ５月小計 ５月見学者累計 ― 3 　

10 　　県外大学等訪問① ６／８（水）～１０（金） 関東大学等訪問 横山・高橋 ― ― 　

11 　　県内大学等訪問① ６／１６（木）のべ５日間 県内大学等訪問 佐々木・高橋 ― ― 　　

12 　　就職ガイダンス ６／１１（土） マイナビ就職ガイダンス 高橋・今里 7 56

13 　　校内就職ガイダンス ６／２５（土） 新潟医療福祉大学 高橋 18 74

14 　　就職ガイダンス ６／２５（土） 広報しえん就職ガイダンス 前山 3 77

15 　　OB訪問・見学会③ ○ ６月小計 ６月見学者累計 ― 3 　

16 　　就職ガイダンス ７／１（金） エイシンカレッジ 野口・今里 9 86

17 　　校内就職ガイダンス ７／１０（日） 新潟柔整専門学校 高橋 14 100

18 　　情報交換会 ７／１２（火） 県外大学との情報交換会 高橋 ― ― 　

19 　　校内就職ガイダンス ７／１３（水） 国際こども福祉カレッジ（講義含む） 高橋 15 115

20 　　就職ガイダンス ７／１４（木） 高校生向け就職ガイダンス（吉田） 野口 8 123

21 　　校内就職ガイダンス ７／１５（金） 新潟青陵大学・短期大学部 高橋 45 168

22 　　就職ガイダンス ７／１８（月・祝） マイナビ就職ガイダンス 高橋・今里 4 172

23 　　県内大学等訪問② ７／１（金）のべ４日間 県内大学、高校等訪問 佐々木・横山・高橋 ― ― 　

24 　　職員採用試験 ７／２２（金） 職員採用試験① 　 ― ―

25 　　就職ガイダンス ７／２３（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・前山 9 181

26 　　OB訪問・見学会④　 ○ ７月小計 ７月見学者累計 ― 3 　

27 　　県外大学等訪問② ７／２８（木）・２９（金） 東北福祉大校内就職ガイダンス、他訪問 高橋 2 183

28 　　就職ガイダンス ８／６（土） 福祉職場説明会（長岡） 高橋・野口 2 185

29 　　校内就職ガイダンス ８／８（月） 新潟保健医療専門学校 高橋 5 190

30 　　就職ガイダンス ８／１０（水） 福祉職場説明会（新潟） 高橋・前山 9 199

31 　　施設見学会① ○ ８／１１（月） 法人内施設見学① 　 ― 8 　

32 　　施設見学会② ○ ８／１２（火） 法人内施設見学② 　 ― 3 　

33 　　就職ガイダンス ８／２１（水） 県・労働局主催就職ガイダンス 高橋 6 205

34 　　就職ガイダンス ８／２３（火） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・前山 5 210

35 　　校内就職ガイダンス ８／３１（木） 新潟リハビリテーション大学 高橋 4 214

36 　　OB訪問・見学会⑤ ○ ８月小計 ８月見学者累計 ― 18 　

37 　　職員採用試験② ９／８（木） 職員採用試験② 　 ― ―

38 　　就職ガイダンス ９／１０（土） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・前山 5 219

39 　　職員採用試験③ ９／２０（火） 職員採用試験③ 　 ― ―

40 　　見学会⑥ ○ ９月小計 ９月見学者累計 ― 6 　

41 　　情報交換会 １０／４（火） 県内大学との情報交換会 高橋 ― ― 　

42 　　職員採用試験④ １０／６（木） 職員採用試験④ 　 ― ―

43 　　就職ガイダンス １０／１４（金） ハローワークミニ就職説明会 野口 3 222

44 　　就職ガイダンス １０／１５（土） 県社協ミニ福祉就職説明会 高橋 2 224

45 　　就職ガイダンス １０／１６（日） 広報しえん就職ガイダンス 前山 8 232

46 　　就職ガイダンス １０／１９（水） 巻ハローワーク主催障がい者雇用面接会 高橋 3 235

47 　　見学会⑦ ○ １０月小計 １０月見学者累計 ― 1 　

48 　　職員採用試験⑤ １１／１（火） 職員採用試験⑤ 　 ― ―

49 　　見学会⑧ ○ １１月小計 １１月見学者累計 ― 9 　

50 　　職員採用試験⑥ １２／１（木） 職員採用試験⑥ 　 ― ―

51 　　見学会⑧ ○ １２月小計 １２月見学者累計 ― 5 　

52 　　職員採用試験⑦ １／１７（火） 職員採用試験⑦ 　 ― ―

53 　　見学会⑨ ○ １月小計 １月見学者累計 ― 5 　

54 　　職員採用試験⑧ ２／８（木） 職員採用試験⑧ 　 ― ―

55 　　校内就職ガイダンス ２／１４（火） 長岡大学校内就職ガイダンス 幡本 6 241

56 　　就職ガイダンス ２／２４（金） 巻ハローワーク主催ミニ就職ガイダンス 高橋 3 244

57 　　見学会⑩ ○ ２月小計 ２月見学者累計 ― 3 　

58 　　校内就職ガイダンス ３／１０（金） 敬和学園大学校内就職ガイダンス 松本 0 244

面談者

244

423

57.7%

見学者

年間累計 69

昨年の年間累計 72

前年比 95.8%

１５．本部の取組目標　　（平成２８年度）

Ａ．職員４００人体制、さらには次年度の展開を見据え、本部業務を見直しながら

　　　　　均等化、標準化を図り、盤石な本部体制をめざす

Ｂ．社会福祉法人制度改革を受け、より効率的で有益な法人への変化をめざす

Ｃ．各拠点での年初の計画、収入、人件費、経費目標を達成できるよう適切な予算の

　　執行と把握、状況変化や予測を含めた管理を行う

Ｄ．経理・財務管理業務を法人一本化の年度初であり、確実な移行と業務遂行をめざす

Ｅ．職員全員が働きやすいよう、また、長く働き続けられるよう情報収集を図りながら、

　　福利厚生含む職場・労働環境の向上をめざす

Ｆ．介護保険及び業務基幹システムの入替年度であり、運用の十分な現状把握、今後の

　　課題解決に向け必要に応じバックアップできる体制をめざす

　

新潟市委託の認知症介護実践研修時の様子

新規採用職員研修でのグループワークの様子

（ホテルヴァイスにて）

小規模多機能ホームやひこの家 開所

入社式・辞令交付式、定年退職・永年勤続表彰

入社式・辞令交付式、定年退職・永年勤続表彰

新規採用職員研修でのグループワークの様子
（ホテルヴァイスにて）

新潟市委託の認知症介護実践研修時の様子

平成29年３月末　小規模多機能ホームやひこの家　開所
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１６. 広報誌等情報の公開状況

（１）情報の公開に係わる制作物等

種類 内容

①広報紙さくら 下記（２）の要領にて、年３回発行

②ホームページ 情報発信手段のひとつ。職員の真剣な様子、かつ楽しい職場の様子を掲載

③事業報告 年度ごとの各施設の運営・取組状況を報告。毎年５月月内完成

④運営ケア計画 年度ごとの各施設の運営の目標等を説明。毎年３月月内完成

⑤カレンダー ご利用者及びそのご家族へ配布

⑥パブ等取材対応 随時対応

（２）広報誌さくら発行時期及び部数

内容 発行時期 体裁 部数 配布先

①春季号 ４月末頃 全カラー ２，２００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

②秋季号 ９月中旬 全カラー ８，９００部

ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布。

加えて、構成３市・村へ全戸配布。

年度ごとの決算一覧（Ａ４）添付

③新春号 １月末頃 全カラー ２，２００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

①春季号イメージ（表裏のみ）

❶　さくら　第45号（2017.春季号）

小規模多機能ホームやひこの家全景

ご利用者皆で「ふき」の煮浸しをやひこの家でホットケーキ作り

小規模多機能ホームやひこの家が開設しました

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

春季号No.45
2017

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

さくら　第45号（2017.春季号）�

編集
後記

新規採用職員誓いの言葉（代表＝グルー
プホームつどいの家・桜町武石佳步）

入社式・辞令交付式
永年勤続・定年退職者を表彰

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

今年は社会福祉法の改正や法人改革を求められた年度で、今までの慣習が大きく変わる節目であり、対応等に大わ
らわでした。と同時に、世間では補助金などの不正受給問題がマスコミに大きく取り沙汰された年でもあり、社会福
祉法人として、より襟を正して地域活動を進めて参りたいと思います。

弥彦村内初！
小規模多機能ホームやひこの家オープン！

入札結果のお知らせ

かねてより工事を進めてまいりました、当事業は、おかげ様で
３月30日無事開所し、４月５日竣工式、翌日の６日より利用開
始となりました。

事業内容は、地域密着型サービスのひとつで、介護が必要になっ
ても、無理なく在宅生活を維持することを最大の目標とする施設
です。特徴は、『通い、訪問、泊まり』を一体的にご利用者、
ご家族の必要に応じ、サービスを受けられるところです。

場所は、特別養護老人ホーム桜井の里を正面とし、奥にデイ
サービスやひこ、その隣となります。利用できる方は、弥彦村内
の方に限定されますが、スタッフ一同、理念同様ひとりひとりに、
しっかり対応した丁寧なケアを今後もめざしていく所存でござい
ます。介護にかかわるご相談、どんな小さなことでも構いません
ので、どうぞお気軽にお電話ください。

今年は上記施設のオープンもあり、総勢30
名の新規採用職員が揃い、定年を迎える方３名
の方（皆今後も継続雇用）、そして勤続15年を
迎えた８名の方のお祝いとして、表彰と茶話会
を催しました。

以下の入札結果をお知らせします（全て税別価格）

居室の様子１ 居室の様子２ 食堂の様子 居間の様子 オープンデッキの様子

①少人数・登録制（定員29名）なので「なじみの関係」が築きやすい
②24時間365日休みがないので必要に応じ利用できる徴

特

❶小規模多機能ホームやひこの家関係
１）特殊浴槽……マルゼンメディケア株式会社　2,950,000円
２）ベッド・介護機器・医療機器一式
　　　　　　……あおやまメディカル株式会社　3,000,000円
３）電化製品等一式
　　　　　　…………㈱ヤマダ電機三条営業所　2,480,000円
４）家具一式…………………㈱山下家具長岡店　3,150,000円

❷特別養護老人ホーム桜井の里関係
１）ベッド等一式
　　　　　　……あおやまメディカル株式会社　9,260,000円
２）電話設備・改修工事……岩通新潟株式会社　1,690,000円
３）運動療法機器
　　　　　　……あおやまメディカル株式会社　6,500,000円

❸デイサービスセンター分水の里さくら
１）特殊浴槽……あおやまメディカル株式会社　5,200,000円

❹地域生活支援施設つどい
１）駐車場工事…………………………㈱氏田組　4,540,000円

❺（仮称）新潟市西区赤塚地区小規模多機能型居宅介護
１）新築工事……………………… 新潟藤田組　92,400,000円

❻（仮称）新潟市西区赤塚地区居宅介護支援事業所
１）改修工事
不調だったため、最低価格入札者と協議し、随意契約にて
　　　　　　……………………… 新潟藤田組　10,300,000円

今回の弥彦村での新しい施設、また秋には新潟市西区の赤塚エリアに
も、４つ目の小規模多機能型居宅介護がオープンします。「人とかかわる
仕事」でやりがいを見つけませんか？

No 役職 氏　　　名 任期

１ 理事長 柏　原　雅　史 10期

２ 専務理事・総合施設長 佐々木　勝　則 ９期

３ 業務執行理事・施設長 川　村　小津江 ７期

４ 業務執行理事・事務局長 高　橋　　　学 ２期

５ 理事・施設長 土　屋　　　誠 １期

６ 理事・施設長 青　木　裕　子 １期

７ 理　事 横　山　豊　治 １期

８ 監　事 本　多  　　克 ７期

９ 監　事 吉　田　  　貢 ６期

10 評議員 山　﨑　紘　一 11期

11 評議員 安　達　卓　憲 ５期

12 評議員 木　下　　　潤 10期

13 評議員 米　木　　　久 ８期

14 評議員 後　藤　正　彦 ６期

15 評議員 本　多　孝　志 ３期

16 評議員 小川原　洋　子 ３期

17 評議員 日　野　宣　也 ２期

18 評議員 岩　尾　　　貢 １期

社会福祉法人桜井の里福祉会
新役員、及び評議員名簿 （順不同・敬称略）

新しい施設で
一緒にお仕事しませんか？

介護職員募集中！
未経験者へもていねいにフォロー

ご利用・お問い合せは　TEL．０２５６（９４）３５６６

ご満悦の様子
（やひこの家内覧会にて）

小規模多機能ホームやひこの家の管理者
青田リーダー（手前）と隣接するデイサー
ビスやひこの管理者海津主任（奥）

－ 24－－ 23－

②秋季イメージ（表裏のみ）

③新春号イメージ（表裏のみ）

❶　さくら　第44号（2017.新春号）

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。法
人
役
職
員
一
同
、

皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

近
年
、
社
会
福
祉
の
現
場
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
、
人
手
不
足
や

厳
し
い
介
護
現
場
の
環
境
に
よ
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス
、

職
員
研
修
の
不
足
、
規
制
緩
和
に
よ
る
金
儲
け
主
義
の

法
人
の
参
入
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
か

ら
「
桜
井
の
里
福
祉
会
は
大
丈
夫
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
法
人
の
職
員
採
用
試
験
の
時
に
は
必
ず
面
接
試

験
が
あ
り
ま
す
が
、
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
の
受
験
生
に

志
望
動
機
を
話
し
て
も
ら
う
と
、
多
く
の
人
が
「
法
人

の
理
念
の
『
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り
』
と
い
う

考
え
方
に
共
鳴
し
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。
ま
た
「
子

ど
も
の
こ
ろ
忙
し
い
親
に
代
わ
り
、
お
祖
父
ち
ゃ
ん
お

祖
母
ち
ゃ
ん
か
ら
大
切
に
育
て
て
も
ら
っ
た
の
に
、
何

も
で
き
な
い
う
ち
に
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
高

齢
者
施
設
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で
恩
返
し
を
し
た
い
」

と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
話
す
若
者
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。昨

年
、
介
護
の
仕
事
を
天
職
と
し
て
介
護
の
仕
事
に

喜
び
を
見
い
だ
し
、
病
気
を
抱
え
な
が
ら
も
人
生
の
最

期
ま
で
、
職
員
と
し
て
力
を
尽
く
し
て
去
っ
て
行
か
れ

た
方
が
い
ま
し
た
。深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。見
送
っ

た
多
く
の
職
員
も
ま
た
、介
護
の
仕
事
に
人
生
を
か
け
、

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

ご
利
用
者
お
一
人
お
一
人
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が

家
づ
く
り
」
と
、
職
員
の
願
い
と
が
重
な
り
、
目
ざ
し

て
行
く
理
念
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

毎
日
、
ご
利
用
者
の
生
活
と
ど
う
関
わ
れ
る
か
と
い
う

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

確
か
な
歩
み
に
な
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
目
ざ
し
て
行
く
と
こ
ろ

柏

原

雅

史

社
会
福
祉
法
人

　桜
井
の
里
福
祉
会

　
　理
事
長

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

新春号No.44
2017

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

福は＂福笑い＂ から

鏡開きで無病息災を

ご利用者・職員合同で弥彦神社参拝

クリスマス会も毎年賑やかに

謹 賀 新 年

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

❶　さくら　第43号（2016.秋季号）

秋季号No.43
2016

桜井の里では涼を求めて新潟市水族館マリンピア日本海へ

グループホーム縁ではたわわに実ったスイカを

高齢者総合生活支援施設はな広場のひろば祭りでのフラダンス

地域生活支援施設つどいでは三島まつりの全日本丸太早切選手権大会に参加

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

さくら　第44号（2017.新春号）�
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ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

新しい年は如何お過ごしですか？先日まで雪が降りませんでしたが、ついに寒波到来！見事なまでの雪が積
もりました。交通事故、健康面、諸々良い年になるよう心より祈念いたしております。
ぜひ、暖かいものを食し、お身体も気持ちもホカホカでお過ごし下さい！

（仮称）弥彦村小規模多機能型居宅介護
建設工事進行中！　　　　開所予定

新潟市西区赤塚地区に
小規模多機能型居宅介護（登録定員29名）　　　　　開所予定！！

職員募集のお知らせ

（仮称）弥彦村小規模多機能型居宅介護完成予想図

かねてより計画を進めてまいりました標記
建設整備事業は、昨年10月の入札後着工に
移り、12月に上棟式を済ませ、春の開所に
向け工事を進めているところです。
法人としまして燕市横田の小規模多機能

ホームはな広場・よこたの家、同分水桜町の
小規模多機能ホームつどいの家に次いで３つ
目の事業となりますが、今までの施設同様、
地域の皆様にご利用いただき、心よりご満足
いただけるよう鋭意努力して参りますので、
どうぞよろしくお願いいたします。また、開
所近くになりましたら「内覧会」等も予定し
ておりますので、よろしく願いいたします。

入札結果のお知らせ
建設工事一式につきまして、指名競争入札で15社指名し、
７社にて行ない、72,000千円（税別）で、春木建設㈱が落札

新潟市では福祉施設の開設に際し、線密な
介護保険事業計画と照らし合わせ、区域、施
設種別ごとに事業者を募り、コンペ方式にて
事業者を採択しております。
この度、ご縁があり、初めて新潟市の西区

赤塚地区への開所となりますこと感謝すると
同時に、これからの工事を含め、地域の方へ
十分配慮し、より良い施設運営となるよう鋭
意努力する所存でございます。

小規模多機能型居宅介護とは？
地域密着型サービスのひとつであり、介護が必要になった場
合でも、無理なく在宅生活を継続するために、他の施設の形
態と異なり、「通い、訪問、泊まり」を一体的にそ
の方の必要に応じ、サービスが受けられるところです。

１．少人数・登録制により「なじみの関係」が築きやすい
２．24時間365日休みなく、必要な時に利用が可能

Q
A

特
徴

募集
職種

①介護職員　②看護師　③保健師
④マッサージ師　⑤管理栄養士　⑥調理員

※フルタイム、パートタイム、勤務場所含め気軽にご相談ください。

福祉の仕事は大変な反面、知識と技術が身に付けば、
ご利用者から信頼され感謝される場面も多い職場です。
経験の有無を問わず、研修体制には力を入れておりま

すので、安心してお問い合せください。

１．未経験だが、人とかかわる仕事をしたい！
２．新しいところで仕事をしたい！
３．研修制度が整った法人でスキルアップし、
　　資格取得にチャレンジしたい！

求人に関するお問合わせは、法人本部TEL．0256（９４）３９３９へ

ご利用・お問い合せ
（仮称）弥彦村小規模多機能型居宅介護準備室（桜井の里内）
TEL　０２５６（９４）３９３９

（登録定員29名）

（仮称）弥彦村小規模多機
能型居宅介護上棟式より→

地域生活支援施設つどいでのクリスマス忘年会

こんな方は
いらっしゃいませんか？

秋頃

３月末

さくら　第43号（2016.秋季号）�
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訪問看護ステーション・桜井
　　家庭での療養生活を支援中！

平成29年春　弥彦村内
小規模多機能型居宅介護施設開設に向け準備中！！

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

今年の夏はとても暑く、台風も迷走してましたが、オリンピック、高校野球ともに白熱した競技、試合も多く、Ｔ
Ｖの前に釘付けになり、時差のこともあり、寝不足な日が多かった気がします。これからは季節の変わり目、そして
寒さが募っていきますので体調管理にはどうぞお気を付け下さい。これから秋の夜長は何をして過ごしましょうか？

この春、分水健康福祉プラザ（旧分水保健福祉センター）内にオープンしました訪問看護ステーション・
桜井は、看護師４名、理学療法士１名でスタートし、おかげ様で無事６ヶ月が過ぎ、順次ご利用者が増える
中、職員の増員も検討するほどになりました。職員がご自宅に訪問し、かかりつけの医師の指示にもとづき、
家庭での療養生活を支援するサービスですが、燕市、弥彦村内以外にも中之島地区、岩室地区へもそのエリ
アを少しづつ広めているところです。
皆様方あるいは、ご家族やお知り合いの方で、「在宅生活を続けたいが、心配がある」あるいは「自宅へ

訪問するサービスを受けたい」等、まずは、小さなご相談から承りますので、どうぞ気軽にご相談下さい。
秘密保持に配慮しながらベテランのスタッフが丁寧に対応致します。

弥彦村内では初めて、当法人では燕市横田の小規模多機能ホームはな広場・よこたの家、燕市分水桜町の小規模多機
能ホームつどいの家に次いで３つ目である当事業の開設を予定しており、今後は地元、地域の方々への説明会を開催し
たり、準備室を設け、地域の方のより一層のご理解とご支援を賜わりますよう、そして同時に、地域の方に愛されます
よう努力して参る所存ですので、どうぞよろしくお願い致します。
また、それに伴ない、今後職員の募集も都度行って参りますので、少しでもご興味のある方は遠慮なくお問合せ下さい。

オープ
ンして

半年！

①病状や全身状態の観察
②清拭・洗髪等による清潔の保持、
　食事及び排泄等日常生活の世話
③じょく瘡の予防・処置
④リハビリテーション
⑤ターミナルケア、認知症患者の看護
⑥療養生活への指導・助言等
⑦カテーテル等の交換・管理
⑧その他在宅療養を行うために必要な医師の指示による医療処置

主なサービス内容

訪問看護ステーション・桜井
〒959-0133
新潟県燕市新堀1138番地1

（分水健康福祉プラザ内）

お 問 い 合 わ せ 、 ご 利 用 は

募集
職種

介護職員、看護師または准看護師
理学療法士または作業療法士
言語聴覚士、柔道整復師
マッサージ師、保健師、調理員

※求人をハローワーク等に掲載している関係上、職種によっては充足する
場合もございます。悪しからずご了承下さい。

求人に関するお問合わせは、法人本部TEL．0256（９４）３９３９へ

初

未経験者
も歓迎！！

地域密着型サービスのひとつであり、介護が必要になった場合でも、無理
なく在宅サービスを継続するために、「通い、訪問、泊まり」を一体的に提
供するサービスで、弥彦村内の方のご利用が可能です。

具体的に、住み慣れたご自宅で暮らしていただくため、①少人数の登録制によ
る「なじみの関係」を築きやすく、②24時間365日休みなく、必要な時にサポー
トが可能なので安心した在宅生活を続けられます。

小規模多機能型居宅介護施設とは？

☎（０２５６）78－8300
FAX（0256）78－8302
E-mail : homon@sakurai-fukushi.or.jp

小規模多機能型居宅介護施設完成予想図
（登録定員29名、現在のデイサービスやひこの隣地を予定）



（３）ホームページへの取組　http://www.sakurai-fukushi.or.jp

①トップ画面

②動画も作成

●総括
１.必要な情報を適宜発信し、訴求できるよう活動。
また、最低月１回の更新を実施

２. 見てる人は見ている……。特に就職を意識している学生は、会社選ぶ際の
大事な意思決定を促すツールのひとつと認識

３. 現在は、トップページ、構成に改良を加えた第２期目

－26－－ 25－

１７. 平成28年度決算報告

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要

現金預金 604,911 事業未払金 112,770

事業未収金 266,273 1年以内返済予定設備資金借入金 37,345

未収金 629 1年以内返済予定リース債務 4,700

立替金 466 預り金 2,192

前払金 3,769 職員預り金 4,793

土地（基本財産） 170,461 前受金 915

建物（基本財産） 2,501,695 設備資金借入金 107,345

土地 23,077 リース債務 18,799

建物 1,493 基本金 282,325

構築物 32,785 国庫補助金等特別積立金（整備時分） 1,696,038

車輌運搬具 21,140 国庫補助金等特別積立金（償還補助分） 27,345

器具及び備品 76,521 施設整備建設積立金 169,000

建設仮勘定 19,870 人件費積立金 27,000

有形リース資産 23,499 次期繰越活動増減差額 1,453,995

権利 1,182 (うち当期活動増減差額) 34,165

投資有価証券 311

長期貸付金 480

施設整備建設積立資産 169,000

人件費積立資産 27,000

合　計 3,944,562 合　計 3,944,562

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要

人件費支出 1,331,745 介護保険事業収入 1,802,768

事業費支出 255,150 老人福祉事業収入 14,016

事務費支出 140,106 医療事業収入 3,578

利用者負担軽減額 2,853 借入金利息補助金収入 1,295

支払利息支出 1,295 経常経費寄附金収入 226

その他の支出 8,338 受取利息配当金収入 82

設備資金借入金元金償還支出 37,345 その他の収入 29,381

固定資産取得支出 173,798 施設整備補助金収入 74,934
ファイナンス・リース債務の返済支出 2,136 積立資産取崩収入 10,000

長期貸付金支出 480 前期末支払資金残高 772,345

当期末支払資金残高 755,379

(うち当期資金収支差額) -16,966

合　計 2,708,625 合　計 2,708,625

貸　借　対　照　表

借　　　　方 貸　　　　方

資　金　収　支　計　算　書

借　　　　方 貸　　　　方
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